そ の ザ j ろ 音楽会と 言えば、 音楽学 校の 卒業式の 演奏 

会が 唯一 の 呼び物に なった が これ は 自分ら に は 入場の 

自由が 得られなかった。 そのほかに は 明治 音楽会と い 

うのが あつ て、 このほう は 切符 を 買つ てはいる 事が で 

きた。 半分 は 管弦楽 を 主と した 洋楽で 他の 半分 は 邦楽 

であった。 そのほか にも 何 かの 慈善 音楽会と いうよう 

な もの もあって、 そんなお りに は 私に とって は 全く 耳 

新しかった いろいろの ソロな ど を 聞く 事 もで きた。 

記憶が 混雑し て 確かな 事 は 言われな いが、 たぶん そ 

ういう 種類の 演奏会の どれ かで 私 は 始めて ケ ー ベ ルさ 

んの顔 を 見、 ケ ー ベルさん の ピアノの 独奏 を 聞いた よ 



しケ— ベ ル さんに 接近す る 機会が 多かった かもしれ な 

ヽ o 

レ 

ケ— ベ ル さんが なくなった 時に 私 は 昔の事 を 思い出 

してせ めて 葬式に でも 出たい ような 心持ちが した。 し 

かし やっぱり そうしない ほうが いいと 思 つ て やめて し 

まった。 どこへ 見舞い状 を 出す 先 もない と 思う 事が さ 

びし かった。 

自分の ような、 みずから 求めて 世間に 義理 を 欠いて 

孤独な 生活 を 送りながら、 それでいて 悟り きれずに 苦 

しんで いる あわれな 人間に とって は、 ケ— ベルさん の 

ような 人が、 どこかの 領事館の 一 室に こもった きりで 



読書と 思索に ふけっている という 考え だけで もどん な 

に 大きな 慰藉で あ つた かしれ ない と 思う。 その 人が も 

うこの 世に いないと 思う の は、 なんだか 少し さびしい 

ケ— ベルさん に 笑われた 九 円の ヴァイオリン は、 と 

うの 昔に こわれて しまったが、 このごろ 思い出し てま 

た 昔の 教則本 を さらって いる。 それにつ けて 時おり は 

せみしぐれ 

あの 当時 を 思い出す。 そうすると、 きっと 蟬 時雨の 降 

る 植物園の 森の 裏手の 古びた ぺ ンキ 塗りの 洋館が ほん 

とうに 夢の ように 記憶に 浮かんで 来る。 

(大正 十二 年 八月、 思想) 
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